
ものつくり大学 教室内で授業 秋晴れの空

令
和
５
年
９
月
７
日
か
ら
行
田

市
民
大
学
の
会
場
が
「
も
の
つ

く
り
大
学
」
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

三
年
半
ぶ
り
に
戻
り
ま
し
た
。

　
「
足
袋
蔵
の
ま
ち
行
田
」
は
平

成
２
９
年
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
。
日
本
一
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
も
の
と
し
て
行
田
足
袋
と
足
袋

蔵
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
様
々
な
文
化

財
と
と
も
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
講
師
の
中
島
洋
一
行
田
市
文
化

財
保
護
課
長
は
、
行
田
足
袋
の
起

源
か
ら
発
展
・
衰
退
ま
で
、
数
々

の
文
献
や
資
料
を
基
に
詳
し
く
説

明
。
「
足
袋
蔵
を
活
か
し
た
　
ま

ち
づ
く
り
」
の
重
要
性
を
再
確
認

し
た
講
義
だ
っ
た
。

1学年講義２学年講義

　
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
官

房
総
務
課
の
西
山
健
一
氏
が
、
独

占
禁
止
法
と
公
正
取
引
委
員
会
の

役
割
等
に
つ
い
て
講
演
。
公
正
取

引
委
員
会
は
独
占
禁
止
法
を
運
用

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
機
関
。

「
競
争
の
ル
ー
ル
」
な
ど
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
詳
し
く
「
安

く
て
良
い
商
品
を
変
え
る
ワ
ケ
」

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
。

行田邦子新学長新学長講座風景

　
行
田
市
民
大
学
特
別
講
座
が
、

行
田
市
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
み

ら
い
）
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

講
師
は
行
田
（
こ
う
だ
）
邦
子
新

学
長
（
行
田
市
長
）
。
行
田
市
民

大
学
在
校
生
（
13
期
・
14
期
）
と

行
田
市
民
大
学
同
窓
会
関
係
者
が

参
加
し
た
。

　
始
め
に
、
行
田
市
民
大
学
今
村

武
蔵
理
事
長
と
行
田
市
民
大
学
同

窓
会
永
島
宏
章
会
長
が
挨
拶
。

　
新
学
長
は
ま
ず
「
市
民
の
手
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
行
田
市
民
大
学

が
あ
る
行
田
は
す
ば
ら
し
い
。
」

と
述
べ
、
自
己
紹
介
・
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
・
自
身
の
活
動
な
ど
を
映
像

を
示
し
て
説
明
し
た
。

　
新
し
い
行
田
を
作
る
た
め
の
重

点
政
策
と
し
て
「
子
育
て
支
援
ー

教
育
の
充
実
」
「
雇
用
の
創
出
ー

若
者
の
定
住
・
移
住
」
「
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
」
を
と
り
あ
げ
た
。

　
最
後
に
「
私
の
描
く
行
田
の
未

来
」
新
し
い
行
田
へ
　
み
な
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
！
と
述
べ
た
。

　
新
学
長
の
市
民
大
学
や
行
田
市

に
寄
せ
る
思
い
が
込
め
ら
れ
た
講

義
だ
っ
た
。

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
北
小
学
校
は
年
間
計
画
で

月
ご
と
に
活
動
内
容
を
設
定
し
、

９
月
は
運
動
系
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊

び
。
こ
れ
は
子
ど
も
達
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
活
動
。
赤 
青 

黄 

緑

の
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、 
４
種
類

の
シ
ャ
ボ
ン
玉
作
り
に
挑
戦
し
て

い
く
。
特
に
好
評
な
の
は
や
っ
た

こ
と
の
な
い
「
お
お
だ
ま
シ
ャ
ボ

ン
玉
」
。
お
お
だ
ま
が
出
来
た
と

き
に
は
歓
声
が
上
が
っ
た
。

わくわくクラブ
　　北小学校



　
忍
の
行
田
の
「
昔
ば
な
し
」
語

り
部
の
会
の
土
屋
博
幸
氏
に
よ
る

「
春
日
さ
ま
と
子
供
た
ち
」
、
続

い
て
小
堺
百
合
子
氏
に
よ
る
「
古

代
蓮
物
語
」
。
行
田
に
伝
わ
る
８

０
話
か
ら
２
話
が
披
露
さ
れ
た
。

　
子
供
た
ち
は
昔
話
に
耳
を
傾

け
、
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
行
田
市
民
大
学
理
事
長
の
今
村

武
蔵
氏
の
講
座
。
「
大
切
な
水
」

に
つ
い
て
講
義
し
た
。
汚
水
を
き

れ
い
に
す
る
に
は
大
量
の
き
れ
い

な
水
が
必
要
な
の
で
川
に
汚
れ
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
話
し

た
。
「
緑
に
つ
い
て
」
で
は
、
行

田
付
近
に
見
ら
れ
る
生
態
系
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
生
き
物
な
ど
を

紹
介
し
た
。

　
行
田
の
市
民
憲
章
の
前
文
に
は

「
埼
玉
県
名
発
祥
の
地
、
恵
ま
れ

た
自
然
と
輝
か
し
い
歴
史
を
持
つ

行
田
市
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と

責
任
を
感
じ
ま
す
。
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
本
文
に
あ
る
「
自
然

を
生
か
し
美
し
い
町
を
作
り
ま

す
。
」
に
つ
い
て
生
徒
た
ち
に
考

え
る
こ
と
を
実
習
し
た
。
水
城
公

園
の
池
を
守
る
こ
と
。
忍
川
の
水

を
き
れ
い
に
し
、
生
き
物
を
守
る

こ
と
。
星
川
の
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守

る
こ
と
。
前
玉
神
社
の
森
を
守
る

こ
と
。
福
川
の
中
条
堤
を
守
る
こ

と
等
を
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
検
討

し
た
。
検
討
内
容
は
市
長
に
報
告

さ
れ
る
。

　
市
民
大
学
の
活
動
内
容
等
を
生

徒
の
皆
さ
ん
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

投
稿
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
今
年

も
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
が
開
催
さ

れ
た
。
参
加
者
は
１
９
日
午
前
７

名
、
午
後
８
名
、
２
０
日
午
前
９

名
、
午
後
１
０
名
で
内
容
は
１
年

生
が
１
２
名
、
２
年
生
７
名
、
計

１
９
名
。

　
講
習
会
内
容
は
、
午
前
中
が
パ

ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
慣

れ
る
練
習
。
行
田
市
民
大
学
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
方
法
、
グ
ー

グ
ル
マ
ッ
プ
で
自
分
の
家
を
検
索

す
る
。
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド

の
使
い
方
等
の
練
習
を
実
施
。

　
午
後
の
講
習
は
、
行
田
市
民
大

学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
投
稿
。

事
前
に
各
参
加
者
に
投
稿
す
る
た

め
の
Ｉ
Ｄ
と
Ｐ
Ｗ
が
渡
さ
れ
、
こ

れ
を
使
用
し
て
ロ
グ
イ
ン
。
投
稿

文
の
書
き
方
、
画
像
の
挿
入
方
法

な
ど
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
、
い

ろ
い
ろ
試
し
な
が
ら
投
稿
を
行
っ

た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
楽
し
そ

う
に
自
分
の
投
稿
し
た
内
容
を
市

民
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
、
今
後
の
皆
さ
ん
の
投
稿
が
期

待
で
き
る
。


